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6 人類学的表現

の新地平を求めて―映像とアートが紡ぐ記録と表現の新たな関係―
Frontiers of Anthropological Expression-Towards a New Relationship between observation and Expression Using Visual

Images and Other Art Forms-

感情の人類学:映 像からのアプローチ
Anthropological Approaches to Emotion

開催日 2009年12月15-16日

企 画　 宮坂敬造(哲 学・文化人類学班)

講演者 Karl G. Heider(サ ウス ・キ ャ ロラ イ ナ大学)、 橋 本順一(慶應義塾大学)、大杉高司(一橋大学)、

新井 一寛(京 都大 学)、 大石高 典(京 都 大学)

 2009年12月15～16日 、哲学 ・文化 人類 学班 の主催 でサ ウス ・

カロ ライナ大 学 のKarl G Helder教 授 をお迎 え して2ロ 間 に

わた り講演 会か 開かれ た。チ ーム リーダーの宮 坂敬造教 授(慶

懸義塾大 学)が 企画 し、 司会 を務 め た初 日の公 開 シ ンポ ジウム

は 「映 像記 録 とアー トの感 性」 と題 し、約140名 の参 加 者 を得

て盛 況で あ った。Loughborough UmversltyのSarah Plnk教

授 に よ る"Walking, Anthropology, Art, and Documentary

Practice"で は、 人類 学者 の フ ィー ル ドワー ク と映像 とい うア

ー トフォー ムの 関係が 、歩 くこ との 身体 経験 を中心 に論 じられ

た。 その後 、Karl G Helder教 授 によ る基 調 講演"Rethmkmg

Emotlon ln the Ethnographlc Fllm Dead Blrds"で は、 映像

人類学 の代 表作 品で あ る 『Dead Blrds』(1963年)の ニュ ーギ

ニ アでの現 場撮 影 に関 わっ たHelder氏 が、過 去の 映像 アー カ

イ ヴ作 品 の表現 手法 の信感 性 を現在 の視 点 か ら再 評価 し、 「感

情 」 の映像 による異文化 間伝達 の可能性 をめ ぐって、 映像 人類

学の理論 的考察 を報告 した。続 く討論 で は、橋 本順一 氏(慶應

義塾 大学)か 芸術 批評、 大杉高 司氏(一 橋 大学)か 人類 学批判

の観点 を加 え、 感性の 映像 表現 にお ける政治性 につ いて熱 い議

論 が交 わ され た。

 2日 目は、前 日の課題 を も とに 「感情 の人類 学 映像 か らの

アプ ローチ」 をテーマ に研 究 セ ミナ ーか催 され、 よ り専門 的な

討議 か展 開 され た。Heider教 授 は"The Significance of An一

thropology of Emotion m Visual Anthropological Under-

standing'"と い うタイ トルで 、映像 人類 学 の 「感 情」へ の深 ま

る関心 を検討 した上 で、 マ ソピ ング とい う自らの分析 手 法 を詳

細 に紹 介 した。最後 に、発 表者新井 一寛氏(京 都 大学)と 、指

摘討論 者大石 高典氏(京 都 大学)が 、実 際 にフィール ドで撮 影

す る際 に直面 す る感 情の捉 え方 につ い て方 法論 的な討論 を行 っ

た。総 じて2日 間 のプ ログラム は、 映像 人類学 の原光景 を振 り

返 りなが ら、 フィール ド映像 記録 と表現 の問題 を、学術 映像 と

アー トの 間に横 た わる諸 問題 と突 き合 わせ て、学 際的 な再検 討

を進 め る有意 義 な機 会 となった。   (モハ ーチ ・ケルケ イ)

Organized by the Philosophy and Cultural Anthropology
Group, a two day event was held at the Mrta Campus of

Keio University on December 15tﾟand 16ｫ2009 focusing

on the role of EmoZaon an Ethnographac Falmang Two fasci-

nating lectures were given by pioneering visual anthropolo-

gist Karl G Heider(University of South Carolina)followed
by a heated debate on the politics of visual representation

at the public symposium of the first day, and an advanced

seminar on methodological issues on the second day The

meeting surpassed all expectations with more than 140

participants
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